
気候変動適応策普及啓発事業
気象キャスターに学ぶ気象キャスターに学ぶ
地球温暖化気候変動への対応とは？地球温暖化気候変動への対応とは？

ルネこだいら　バックステージツアー２０２６

小平ふるさと村　スケッチ体験教室

武蔵野手打ちうどん保存普及会
小平ふるさと村での営業

舞台の裏側を見て、聴いて、触れて、
その仕組みを体験してみませんか。

d８月８日（土）　午前１０時〜正午
bルネこだいら大ホール
※駐車場はありません。
t小学４年生〜中学生で、階段で高所の
上り下りができる方
※小学生は要保護者同伴。
c１６人
m６月３０日（火）までに、申込みフォーム（右図QRコード）へ
（申込み多数の場合は抽選し、当選者にのみ７月７日（火）以降
に電子メールで連絡）
iルネこだいら☎０４２（３４５）５１１１

貴重な文化財を題材に、スケッチの仕方を学びます。

d６月２７日（土）
▷セミナー…午前１１時〜正午
▷スケッチ会…午後１時〜３時
※雨天時は２８日（日）に順延。
※どちらかのみの参加も可。
b小平ふるさと村
s５００円
t小学生以上の方（小学生は保護者同伴）
c１５人
m５月２２日（金）の午前１０時から、問合せ先へ（電話可、先着順）
i小平ふるさと村☎０４２（３４５）８１５５

小平で古くから食されている糧うどんを提供します。

d５月３０日（土）・３１日（日）、６月１３日（土）・１４日（日）　午前１１時１５分から
※売り切れしだい終了。
b小平ふるさと村
s１食５００円
m当日、会場へ
※�団体予約（１０人以上）は、利用日の１０日前まで
に問合せ先へ。

i武蔵野手打ちうどん保存普及会・相京☎０４２（２５３）７５４３

気温上昇によって発生する影響と被害や、熱中症対策などの適応策を、気象気温上昇によって発生する影響と被害や、熱中症対策などの適応策を、気象
予報士の水越祐一さんが解説します。予報士の水越祐一さんが解説します。

dd６月２７日（土）　午後２時〜４時６月２７日（土）　午後２時〜４時
bb①ルネこだいらレセプションホール、②テレビ会議システム（①ルネこだいらレセプションホール、②テレビ会議システム（ZZ

 ズ ー ム   ズ ー ム  

oomoom））
※駐車場はありません。※駐車場はありません。
tt市内在住・在勤・在学の方市内在住・在勤・在学の方
cc①５０人、②３０人①５０人、②３０人
mm６月２４日（水）までに、住所、氏名、電話番号、参加方法（①・②）を問６月２４日（水）までに、住所、氏名、電話番号、参加方法（①・②）を問
合せ先へ（電話・電子メール可、先着順）合せ先へ（電話・電子メール可、先着順）
※詳しくは、小平市※詳しくは、小平市hh（ID127629）をご覧ください。（ID127629）をご覧ください。
ii環境政策課　☎０４２（３４６）９８１８、環境政策課　☎０４２（３４６）９８１８、AAkankyoseisaku@city.kodaira.lg.jpkankyoseisaku@city.kodaira.lg.jp

舞台スタッフ体験の様子

災害に負けない災害に負けない！！災害に負けない！ なる ほど 防災コーナー
日常備蓄のすすめ
日頃から自宅で利用しているものを少
し多めに備えることで、災害時にも自
宅で当面の間生活することが可能にな
ります。
◆ローリングストックで備えましょう
ふだんから利用している食品や生活用
品を少し多めに購入し、古いものから
順に消費しながら、使った分を補充し
ていく方法です。
ストックして
あるものが、
少なくなる前
に買い足し、
一定の備蓄量
を保ちましょ
う。

◆飲料水の備蓄量
１日１人３L、３日分（できれば７日分）を用意

◆トイレの備え
１日５回×人数×３日分（できれば７日分）
水洗トイレが使用できない場合のため、段ボールなど
を組み立てて使用する簡易トイレや、携帯トイレ（便
器などに袋を取り付け、その中に排泄し、吸水シート
や凝固剤が排泄物の水分を固化させる）などを備えま
しょう。

必要な備蓄品・数量は家族構成やお住
まいにより異なります。自分に合った
備蓄を調べてみましょう。

東京備蓄ナビで自分に合った備蓄を東京備蓄ナビで自分に合った備蓄を

東京備蓄ナビ

× ７ 日×
１ 人 3 L 家族の人数分

飲料水は５００mlのペット
ボトルで備蓄しておくと
使いやすい！

市
民
憲
章
推
進
運
動

実
践
者
の
表
彰

　
総
会
で
は
、
明
る
く
住
み
よ
い
郷
土
小

平
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
憲
章
推
進
運
動

を
率
先
し
て
積
極
的
に
実
践
、
推
進
し
た

功
績
で
、
次
の
個
人
、
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
（
敬
称
略
）。

▽
入
江
京
子
、
加
藤
順
子
、
菊
地
正
子
、

佐
々
木
美
智
子
、
塩
竜
二
、
髙
橋
芳
子
、

田
中
美
知
子
、
津
田
智
子
、
長
澤
廣
志
、

野
島
實
、
林
立
晴

▽
小
平
市
合
気
道
連
盟

i
小
平
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
（
市
民
協

働・男
女
参
画
推
進
課
内
）☎
０４２（
３
４
６
）

９
８
０
９

ふ
ら
っ
と
ま
る
し
ぇ

障
が
い
者
施
設
な
ど
の

製

品

を

販

売

　
ク
ッ
キ
ー
や
パ
ン
、
木
の
お
も
ち
ゃ
な

ど
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

d
６
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮　
午
前
１０
時
～

午
後
３
時
３０
分

b
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

i
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
５

４
０Ｍ　

モ

　

ネ

　

Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ 

ｍマ

リ

ン

バ

ａ
ｒ
ｉ
ｍ
ｂ
ａ 

ｄデ
ュ
オ

ｕ
ｏ

マ
リ
ン
バ
二
重
奏
が
紡
ぐ

名

曲

の

調

べ

▪
ル
ネ
こ
だ
い
ら
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ

ー
ト

　
平
日
昼
間
の
１
時
間
、
名
曲
を
ト
ー
ク

付
き
で
お
贈
り
し
ま
す
。

d
７
月
８
日
㈬　
正
午
開
演

b
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

s
５
百
円
（
全
席
指
定
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

曲
目
ラ
プ
ソ
デ
ィ
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
、
コ

ー
ヒ
ー
ル
ン
バ
ほ
か

o
牧
野
美
沙
、
久
米
彩
音

m
電
話
ま
た
は
h
で
問
合
せ
先
へ

h
ル
ネ
こ
だ
い
ら

i
ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー

☎
０４２（
３
４
６
）９
０
０
０

認
知
症
介
護
者
交
流
会

　
介
護
者
同
士
で
悩
み
を
語
り
合
い
、
交

流
し
ま
す
。

d
６
月
１５
日
㈪　
午
前
１０
時
３０
分
～
正

午
、
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

※
各
回
同
じ
内
容
で
す
。

b
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
２
階
第
三
・

第
四
会
議
室

t
認
知
症
の
家
族
を
介
護
す
る
方

c
１０
人

m
５
月
２０
日
㈬
か
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
中
央
セ
ン
タ
ー
へ
（
先
着
順
）
☎

０４２（
３
４
５
）０
６
９
１

シ
ニ
ア
の
た
め
の
骨
量
測
定
会

　
後
期
高
齢
者
の
介
護
予
防
を
目
的
と
し

て
、
骨
量
測
定
・
健
康
相
談
・
健
康
教
育

を
行
い
ま
す
。

d
６
月
２６
日
㈮　
午
前
１０
時
１５
分
～
１１
時

４５
分
、
午
前
１０
時
４５
分
～
午
後
０
時
１５
分

b
小
川
西
町
公
民
館
ホ
ー
ル

t
市
内
在
住
で
７５
歳
以
上
の
方

c
各
２０
人

e
筆
記
用
具
、
飲
み
物

m
５
月
２０
日
㈬
か
ら
、
㈱
ル
ネ
サ
ン
ス
へ

（
先
着
順
）
☎
０５０（
３
０
３
３
）２
９
６
９

（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
5
時
）

も
の
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
会

　
簡
単
な
質
問
票
で
、
認
知
症
の
疑
い
が

あ
る
か
の
確
認
や
、
認
知
症
予
防
の
講
話

を
し
ま
す
。
受
診
が
必
要
な
方
に
は
、
医

療
機
関
へ
の
紹
介
状
を
お
渡
し
し
ま
す
。

d
６
月
２３
日
㈫　
午
前
１０
時
～
正
午

b
学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

c
３０
人

e
筆
記
用
具
、
身
分
証
明
書

m
５
月
２０
日
㈬
か
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
小
川
ホ
ー
ム
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
７
）６
０
３
３

市
民
公
開
講
座

公
立
昭
和
病
院

　
ケ
ア
タ
ウ
ン
小
平
ク
リ
ニ
ッ
ク
名
誉
院

長
の
山
崎
章
郎
さ
ん
か
ら
「
在
宅
緩
和
ケ

ア
に
つ
い
て
」、
公
立
昭
和
病
院
循
環
器

内
科
の
岡
田
健
助
さ
ん
か
ら
「
人
生
会
議

（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て
」
を
学
び
ま
す
。

d
５
月
２３
日
㈯　
午
後
２
時
３０
分
～
４
時

　
２
時
開
場

b
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

m
当
日
、
会
場
へ

i
公
立
昭
和
病
院
地
域
医
療
連
携
室
☎
０４２

（
４
６
１
）０
０
５
２
（
内
線
２
１
６
８
）

６
月
は
環
境
月
間

５
月
３１
日
㈰
は
ご
み
ゼ
ロ
デ
ー

　
５
月
２４
日
㈰
～
６
月
７
日
㈰
は
環
境
美

化
週
間
で
す
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
美
化
活
動
を
し
、
ふ
だ

ん
か
ら
「
捨
て
な
い
、
汚
さ
な
い
」
と
い

う
心
構
え
で
、
き
れ
い
で
住
み
よ
い
街
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
市
で
は
５
月
３０
日
以
降
の
最
初

の
日
曜
日
（
今
年
は
５
月
３１
日
）
を
ご
み

ゼ
ロ
デ
ー
（
市
内
一
斉
清
掃
の
日
）
と
し

て
定
め
て
い
ま
す
。

※
環
境
美
化
活
動
に
参
加
す
る
団
体
に

は
、
ご
み
袋
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

受
け
取
り
方
法
や
当
日
の
ご
み
の
回
収
な

ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

i
環
境
政
策
課
☎
０４２（
３
１
２
）１
７
９
６

自
転
車
に
乗
る
と
き
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
り
ま
し
ょ
う

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

　
す
べ
て
の
自
転
車
利
用
者
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
が
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
と
、
自
転
車

事
故
時
に
一
番
損
傷
す
る
可
能
性
の
あ
る

頭
部
を
守
れ
ま
す
。

　
大
人
も
こ
ど
も
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

っ
て
、
自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

※
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入
す
る
際
は
、
Ｓ
Ｇ

マ
ー
ク
な
ど
の
安
全
性
を
示
す
マ
ー
ク
が

つ
い
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

i
交
通
対
策
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
８
２
７

空
き
家
な
ど
は

適
切
な
管
理
を

　
空
き
家
な
ど
の
管
理
は
、
所
有
者
な
ど

の
責
任
で
す
。
空
き
家
な
ど
が
適
切
に
管

理
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
老
朽

化
な
ど
に
よ
る
建
物
の
破
損
、
草
木
の
繁

茂
、
害
虫
の
発
生
な
ど
で
、
周
囲
の
生
活

環
境
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
か
、
侵
入
者

に
よ
る
犯
罪
発
生
を
誘
発
す
る
な
ど
、
地

域
の
治
安
を
維
持
す
る
う
え
で
の
懸
念
材

料
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
で
規
定
す
る
「
管
理
不
全
空

家
等
」
ま
た
は
「
特
定
空
家
等
」
と
し
て

勧
告
を
受
け
る
と
、
そ
の
空
き
家
な
ど
が

住
宅
で
あ
っ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
て
い
る

固
定
資
産
税
な
ど
の
住
宅
用
地
特
例
が
適

用
除
外
と
な
り
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い

た
め
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
額
が
高
く
な

り
ま
す
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
建
物
な
ど
を
空
き

家
な
ど
に
す
る
場
合
、
定
期
的
な
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
近
所
の
方
に
連
絡
先
を

伝
え
る
な
ど
の
適
切
な
管
理
体
制
を
構
築

し
ま
し
ょ
う
。

　
近
隣
に
心
配
な
空
き
家
な
ど
が
あ
る
場

合
、
所
有
者
な
ど
に
現
状
を
伝
え
て
対
応

を
促
し
ま
し
ょ
う
。

　
所
有
者
の
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
、
法
務
局
で
登
記
事
項
証
明
書
を
請
求

す
る
こ
と
で
把
握
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
空
き
家
な
ど
に
関
す
る
相
談

窓
口
の
一
覧
な
ど
を
ま
と
め
た
小
平
市
空

き
家
等
対
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
小
平
市
h
（
ＩＤ
１

１
７
８
８
６
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

i
地
域
安
全
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
６
１
４

第
４８
回
小
平
市
民
ま
つ
り

参
加
団
体
を
募
集

　
小
平
市
民
ま
つ
り
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
役
と
な
っ
て
、
力
を
合
わ
せ
て
一
緒

に
作
り
上
げ
る
ま
つ
り
で
す
。

　
今
年
は
、
１０
月
１８
日
㈰
に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
者
と
し
て
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

n
パ
レ
ー
ド
、
舞
台
演
芸
、
奉
仕
活
動
、

あ
か
し
あ
公
園
内
ち
び
っ
子
広
場
で
の
催

し※
営
利
団
体
は
募
集
し
ま
せ
ん
。

※
仲
町
第
２
公
園
へ
の
模
擬
店
（
販
売
関

係
）の
募
集
は
、７
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

あ
か
し
あ
通
り
沿
道
の
出
店
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

※
パ
レ
ー
ド
の
参
加
者
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
す
る
な
ど
工
夫
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
小
平
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
会
議

へ
の
出
席
が
必
要
で
す
。

※
費
用
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
奉
仕
活
動
を
す
る
団
体
は
費

用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
ご
希
望
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

m
６
月
２
日
㈫
ま
で
に
、
小
平
市
民
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
民
協
働
・
男

女
参
画
推
進
課
内
）
へ
☎
０４２（
３
４
６
）９

８
０
９市

民
憲
章

市
民
憲
章

推
進
協
議
会
・
総
会

推
進
協
議
会
・
総
会

　
小
平
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
は
、
５
月

１８
日
に
令
和
８
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
令
和
８
年
度
も
「
憲
章
で
ひ
ろ
げ
よ
う

　
こ
こ
ろ
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
統
一
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
多
く
の
市
民
の
参
加
と
各
方

面
で
の
実
践
運
動
を
通
し
て
、
交
流
の
輪

を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

専
門
部
会
の
事
業

▪
き
れ
い
な
ま
ち
専
門
部
会

▽
こ
だ
い
ら
環
境
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加

▽
み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
週
間

事
業
に
参
加

▽
第
４８
回
小
平
市
民
ま
つ
り
に
参
加
（
奉

仕
活
動
）

▽
小
鳥
の
来
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

▪
あ
た
た
か
い
社
会
専
門
部
会

▽
一
声
運
動
の
実
施

▽
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
啓
発

▽
諸
団
体
な
ど
と
連
携
し
た
憲
章
の
推
進

▪
き
ま
り
の
あ
る
生
活
専
門
部
会

▽
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
き
ま
り
の
あ
る

生
活
を
し
ま
し
ょ
う
運
動
の
推
進

▪
健
康
な
ま
ち
専
門
部
会

▽
第
４５
回
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
歩
こ
う

会
の
実
施

▽
第
５１
回
小
平
～
多
摩
湖
歩
け
歩
け
会
の

実
施

▽
第
４７
回
新
春
歩
け
歩
け
の
つ
ど
い
の
実

施▪
ゆ
た
か
な
ま
ち
専
門
部
会

▽
第
２１
回
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
灯
り
ま

つ
り
の
後
援

▽
第
６４
回
小
平
市
民
文
化
祭
の
後
援

▽
第
４８
回
小
平
市
民
ま
つ
り
の
後
援

▪
総
合
推
進
本
部

▽
市
民
憲
章
推
進
運
動
実
践
者
の
表
彰

（
個
人
・
団
体
）

▽
市
民
憲
章
推
進
の
啓
発
・
普
及
（
み
ど

り
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
自
然
を
テ
ー
マ
と
し

た
写
真
や
絵
画
な
ど
を
展
示
）

鈴木街道

五日市街道

府
中
街
道

あ
か
し
あ
通
り

小
金
井
街
道青梅街道

東京街道

新青梅街道

新
小
金
井
街
道

東大和市駅
西武拝島線

鷹
の
台
駅

小
川
駅

青
梅
街
道
駅

小平駅

新
小
平
駅

一橋
学
園
駅

西
武
多
摩
湖
線

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

西
武
国
分
寺
線

花小金井駅

西武新宿線

萩山駅

八坂駅

Ｎ令和８年度　道路整備予定箇所図

市道第Ｃ－158号線
外道路整備工事
（花小金井五丁目）

無電柱化チャレンジ路線の電線共同溝
本体工事（たかの台本通り）

市道第Ａ－３号線
道路補修工事（中島通り）

市道第Ｂ－80号線
快適歩道整備工事（旭ヶ丘中通り）

市道第Ｂ－94号線
道路補修工事（市役所西通り）

市道第Ａ－14号線
道路補修工事（十三小通り）

市道第Ｃ－21号線
道路補修工事（小平駅東栄通り）

市道第Ｃ－98号線
道路補修工事（美園町三丁目）

市道第Ｃ－67・70号線
道路整備工事（大沼町四丁目）

市道第Ｄ－216号線
道路補修工事（花小金井駅南口）

8月～12月
舗装工

6月～10月
舗装工

8月～12月
舗装工

7月～令和9年3月
電線共同溝管路設置工

8月～12月
舗装工、街きょブロック取替え工

8月～11月
舗装工

8月～11月
舗装工

7月～令和9年2月
舗装工、L形側溝設置工

7月～令和9年1月
舗装工、L形側溝設置工

7月～11月
舗装工

道
路
工
事
に

道
路
工
事
に

　
　
　
ご
協
力
を

　
　
　
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を

維
持
す
る
た
め
、道
路
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

i
道
路
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
５
４
８

ピ
ュ
ー
タ
ー
鋳
造

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▪
金
属
を
溶
か
し
て
作
る
カ
タ
チ

　
彫
刻
で
用
い
ら
れ
る
鋳
造
の
し
く
み
を

武
蔵
野
美
術
大
学
大
学
院
生
の
織
田
花
香

里
さ
ん
か
ら
学
び
ま
す
。
自
分
で
作
っ
た

型
に
、
低
温
で
溶
け
る
金
属
「
ピ
ュ
ー
タ

ー
」
を
流
し
込
み
、
自
分
だ
け
の
形
を
作

り
ま
す
。
親
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

d
６
月
１４
日
㈰　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０

分
、
午
後
１
時
～
２
時
３０
分

b
美
園
地
域
セ
ン
タ
ー
第
一
・
第
二
集
会

室s
一
個
に
つ
き
１
千
円

t
小
学
３
年
生
以
上
の
方

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

c
各
回
１５
人

m
５
月
２０
日
㈬
の
午
前
１０
時
か
ら
、
申
込

み
フ
ォ
ー
ム
（
右
下
図
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
へ

（
先
着
順
）

※
注
意
事
項
な
ど
、
詳

し
く
は
h
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

h
小
平
に
こ
な
い
か

i
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
☎
０４２

（
３
１
２
）３
９
５
４

女
子
英
学
塾
の「
翻
訳
力
」と

女
性
参
政
権
運
動

　
日
本
の
女
性
参
政
権
８０
年
を
記
念
し

て
、
女
子
英
学
塾
（
現
・
津
田
塾
大
学
）

と
日
本
の
女
性
参
政
権
運
動
の
つ
な
が
り

に
光
を
あ
て
る
パ
ネ
ル
展
示
を
開
催
し
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
h
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

d
７
月
２３
日
㈭
ま
で　
午
前
９
時
～
午
後

４
時
３０
分
（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
閉
館
日
は
、
土
曜
・
日
曜
日
（
５
月
３０

日
㈯
を
除
く
）。５
月
３０
日
㈯
の
開
館
時
間

は
午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
３０
分
ま
で
。

b
津
田
塾
大
学
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス
津
田
梅

子
記
念
交
流
館
山
根
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
津
田
町
２
―
１
―
１
）

m
正
門
の
守
衛
所
で
名
前
と
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
入
館

h
津
田
塾
大
学

i
津
田
塾
大
学
経
営
企
画
課
☎
０４２（
３
４

２
）１
６
６
３

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
よ
さ
こ
い

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

能
登
半
島
地
震

チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

　
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

を
支
援
す
る
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
出
店
料
の
一
部
と
会
場
内
で
の

募
金
を
復
興
支
援
金
と
し
て
石
川
県
へ
寄

付
し
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
の
よ
さ
こ
い
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
、
マ
ル
シ
ェ
、

フ
ー
ド
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

d
６
月
７
日
㈰　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

　
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

b
東
部
公
園

q
小
平
市
、
小
平
市
教
育
委
員
会
、
こ
だ

い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

i
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
よ
さ
こ
い
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会
☎
０７０（
１
４
７
７
）３
７
０
８

シ
ル
バ
ー
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

小

平

市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▪
町
田
市
の
二
つ
の
美
術
館
巡
り

　
戦
国
武
将
・
織
田
信
長
ゆ
か
り
の
史
料

や
、
安
土
城
天
主
部
分
の
原
寸
大
復
元
展

示
な
ど
を
収
蔵
し
た
泰
巖
歴
史
美
術
館

と
、
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
常
設
展

を
中
心
に
、
約
４
㌔
㍍
散
策
し
ま
す
。

d
６
月
１２
日
㈮
・
２３
日
㈫　
荒
天
中
止

※
各
回
、
同
じ
内
容
。

集
合
午
前
９
時
３０
分　
小
田
急
線
町
田
駅

北
口
改
札

※
解
散
は
、
午
後
０
時
３０
分
ご
ろ
、
町
田

市
立
国
際
版
画
美
術
館
前
。

※
雨
天
中
止
の
場
合
は
、
実
施
日
の
前
日

午
後
３
時
ご
ろ
ま
で
に
参
加
者
に
電
話
で

連
絡
し
ま
す
。

s
１
千
円

※
泰
巖
歴
史
美
術
館
入
館
料
（
一
般
千
五

百
円
）
は
、
別
途
か
か
り
ま
す
。

c
各
回
１５
人

m
５
月
２５
日
㈪
か
ら
、
電
話
で
小
平
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
（
先
着
順
）
☎

０４２（
３
４
４
）２
１
２
０
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